
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 １ 学年 １ 組～ ６ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 ２

小野　秀幸

高校生の地理総合（帝国書院）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の
国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態
配当
時数

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取り
組みなどを理解するとともに、地図や地理情報
システムなどを用いて、調査や諸資料から地理
に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題に向けて構想
したりする力や、考察、構想したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したりする力
を養う。

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
及、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

地球儀やさまざまな図法の地図から
現代世界の姿を読み取ることを通じ
て、地図や地理情報システムの役割
や有用性を理解する。
地球儀やさまざまな図法の地図から
現代世界の姿を読み取る技能や、地
図や地理情報システムを利用する技
能を身につける。
各種の地図にはどのような特徴があ
るのかや、地図や地理情報システム
はどのように利用できるのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現
する。
目的に応じた地図や地理情報システ
ムの利活用の方法について、主体的
に追究し、課題を見いだす。

１部　地図や地理情報システムで
とらえる現代世界
１章　地図や地理情報システムと
現代世界

地球儀やさまざまな図法の地図から現代世界
の姿を読み取ることを通じて、地図や地理情
報システムの役割や有用性を理解している。
地球儀やさまざまな図法の地図から現代世界
の姿を読み取る技能や、地図や地理情報シス
テムを利用する技能を身につけている。
各種の地図にはどのような特徴があるのか
や、地図や地理情報システムはどのように利
用できるのかについて、多面的・多角的に考
察し、表現している。
目的に応じた地図や地理情報システムの利活
用の方法について、主体的に追究し、課題を
見いだしている。

○

7

世界を構成する国家の領域の定め方
や、地図を通して世界の国々の結び
つき方、交通、通信、人の移動の特
徴を理解する。
国家の領域や世界の国々の結びつ
き、交通、通信、人の移動の特徴を
見いだすための、読図の技能を身に
つける。
国家の領域はどのように定められて
おり、どのような領土問題があるの
かや、世界の国々はどのように結び
ついており、どのような交通、通
信、人の移動の特徴があるのかにつ
いて、地図を通して多面的・多角的
に考察し、表現する。
国家の領域の定め方や領土問題、世
界の国々の結びつき方、交通、通
信、人の移動の特徴について、地図
を通して主体的に追究し、課題を見
いだす。

２章　結びつきを深める現代世界 世界を構成する国家の領域の定め方、地図を
通して世界の国々の結びつき方、交通、通
信、人の移動の特徴を理解している。
国家の領域や世界の国々の結びつき、交通、
通信、人の移動の特徴を見いだすための、読
図の技能を身につけている。
国家の領域はどのように定められており、ど
のような領土問題があるのかや、世界の国々
はどのように結びついており、どのような交
通、通信、人の移動の特徴があるのかについ
て、地図を通して多面的・多角的に考察し、
表現している。
国家の領域の定め方や領土問題、世界の国々
の結びつき方、交通、通信、人の移動の特徴
について、地図を通して主体的に追究し、課
題を見いだしている。

○ ○ ○

2

世界の多様な生活文化が、自然環境
や社会環境を背景に、互いに影響を
及ぼし合いながら形成されてきたこ
とを理解する。
世界の生活文化の多様性の背景とな
るものや、世界の生活文化の相互関
係を見いだすための、地理的見方・
考え方を身につける。
地形や気候、産業とその発展、歴
史、人の移動、他地域との結びつき
に着目しながら、世界の生活文化の
多様性がどのように形成されてきた
のかについて、多面的・多角的に考
察し、表現する。
世界の多様な生活文化を尊重し、共
生を図っていくことについて、主体
的に追究し、課題を見いだす。

２部　国際理解と国際協力
１章　生活文化の多様性と国際理
解

世界の多様な生活文化が、自然環境や社会環
境を背景に、互いに影響を及ぼし合いながら
形成されてきたことを理解している。
世界の生活文化の多様性の背景となるもの
や、世界の生活文化の相互関係を見いだすた
めの、地理的見方・考え方を身につけてい
る。
地形や気候、産業とその発展、歴史、人の移
動、他地域との結びつきに着目しながら、世
界の生活文化の多様性がどのように形成され
てきたのかについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
世界の多様な生活文化を尊重し、共生を図っ
ていくことについて、主体的に追究し、課題
を見いだしている。

○ ○ ○



２
学
期

世界の多様な生活文化が、自然環境
や社会環境を背景に、互いに影響を
及ぼし合いながら形成されてきたこ
とを理解する。
世界の生活文化の多様性の背景とな
るものや、世界の生活文化の相互関
係を見いだすための、地理的見方・
考え方を身につける。
地形や気候、産業とその発展、歴
史、人の移動、他地域との結びつき
に着目しながら、世界の生活文化の
多様性がどのように形成されてきた
のかについて、多面的・多角的に考
察し、表現する。
世界の多様な生活文化を尊重し、共
生を図っていくことについて、主体
的に追究し、課題を見いだす。

２部　国際理解と国際協力
１章　生活文化の多様性と国際理
解

世界の多様な生活文化が、自然環境や社会環
境を背景に、互いに影響を及ぼし合いながら
形成されてきたことを理解している。
世界の生活文化の多様性の背景となるもの
や、世界の生活文化の相互関係を見いだすた
めの、地理的見方・考え方を身につけてい
る。
地形や気候、産業とその発展、歴史、人の移
動、他地域との結びつきに着目しながら、世
界の生活文化の多様性がどのように形成され
てきたのかについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
世界の多様な生活文化を尊重し、共生を図っ
ていくことについて、主体的に追究し、課題
を見いだしている。

○ ○ ○ 8

地球的課題が生じている場所や要
因、課題どうしが相互に関係し合っ
ていることを理解し、地球的課題が
生じている場所や要因、課題どうし
が相互に関係し合っていることを見
いだすための地理的見方・考え方を
身につける。
また、地球的課題がどこで、どのよ
うに生じているのかや、解決のため
にどのような取り組みがなされてい
るのかについて、多面的・多角的に
考察し、表現する。
持続可能な開発を実現するために必
要な取り組みや国際協力のあり方に
ついて、主体的に追究し、課題を見
いだす。

２章　地球的課題と国際協力 地球的課題が生じている場所や要因、課題ど
うしが相互に関係し合っていることを理解し
ている。
地球的課題が生じている場所や要因、課題ど
うしが相互に関係し合っていることを見いだ
すための、地理的見方・考え方を身につけて
いる。
地球的課題がどこで、どのように生じている
のかや、解決のためにどのような取り組みが
なされているのかについて、多面的・多角的
に考察し、表現している。
持続可能な開発を実現するために必要な取り
組みや国際協力のあり方について、主体的に
追究し、課題を見いだしている。

○ ○ ○ 30

３
学
期

自然災害が生じる場所と要因、日本
の自然災害の特徴、生活のなかにみ
られる防災・減災への取り組みを理
解する。
自然災害が生じる場所や要因、日本
の自然災害の特徴、生活のなかにみ
られる防災・減災への取り組みを見
いだすための、地理的見方・考え方
を身につける。
どのような自然災害がどのような場
所で生じるのかや、日本の自然災害
にはどのような特徴があるのか、ど
のような防災・減災への取り組みが
なされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。
自然環境には災害と恩恵の両側面が
あり、人々が生活していくうえで必
要な防災・減災に向けた備えについ
て、主体的に追究し、課題を見いだ
す。

３部　持続可能な地域づくりと私
たち
１章　自然環境と防災

自然災害が生じる場所と要因、日本の自然災
害の特徴、生活のなかにみられる防災・減災
への取り組みを理解している。
自然災害の発生場所や要因、日本の自然災害
の特徴、生活のなかにみられる防災・減災へ
の取り組みを見いだすための、地理的見方・
考え方を身につけている。
どのような自然災害がどのような場所で生じ
るのかや、日本の自然災害にはどのような特
徴があるのか、どのような防災・減災への取
り組みがなされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。
自然環境には災害と恩恵の両側面があり、
人々が生活していくうえで必要な防災・減災
に向けた備えについて、主体的に追究し、課
題を見いだしている。

○ ○

70

○ 7

生活圏の調査にあたって、仮説の立
て方や調査結果の検証の方法、発表
のしかたを理解する。
生活圏の調査にあたって、仮説の立
て方や調査結果の検証の方法、発表
のしかたについての技能を身につけ
る。
事前調査の結果からどのような仮説
が立てられるのかや、現地調査の結
果をどのように分析・整理するの
か、他の事例との比較からどのよう
なことがいえるのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。
生活圏の調査の結果を地域に還元
し、よりよい社会を築いていくこと
について、主体的に追究し、課題を
見いだす。

２章　生活圏の調査と地域の展望 生活圏の調査にあたって、仮説の立て方や調
査結果の検証の方法、発表のしかたを理解し
ている。
生活圏の調査にあたって、仮説の立て方や調
査結果の検証の方法、発表のしかたについて
の技能を身につけている。
事前調査の結果からどのような仮説が立てら
れるのかや、現地調査の結果をどのように分
析・整理するのか、他の事例との比較からど
のようなことがいえるのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。
生活圏の調査の結果を地域に還元し、よりよ
い社会を築いていくことについて、主体的に
追究し、課題を見いだしている。

○ ○ ○

7

合計


